
教授会議事要旨 

 

日 時：令和２年７月７日（火）１５時００分～１５時３０分 

場 所：本館２階会議室 

出席者：中野センター長、野海、福田、保坂、與曽井 各教授・味村、井手口、梅原、郡、嶋、

民井 各准教授・神田、田村、依田 各講師・白鳥、外川、友野、樋口、堀田 各助教 

ｵﾝﾗｲﾝ出席者：青井教授・石井、緒方 各准教授・土居助教 
陪席者：鈴木助教、佐藤助教、黒澤助教、森事務長、松下庶務係長、坂手研究協力係長、 

蔭山会計係長 

ｵﾝﾗｲﾝ陪席者：能町教授、川畑教授、佐藤助教、吉田技術専門職員 

欠席者：佐藤教授・岩崎、住濱、永廣 各准教授・小林、菅谷、ＲＹＵ 各助教 

 

議 題： 

Ⅰ．報告事項  

１．各種委員会等について 

（１）吹田地区事業場安全衛生委員会（６月５日 持ち回り審議）＜井手口准教授＞ 

（２）原子力研究・安全委員会（６月１０日 持ち回り審議）＜中野センター長＞ 

（３）理工情報系戦略会議（６月１７日）＜中野センター長＞  

（４）教育研究評議会（６月１７日）＜中野センター長＞  

（５）部局長会議（６月１７日）＜中野センター長＞ 

（６）発明委員会（６月１７日）＜中野センター長＞ 

（７）核物理研究センター安全衛生委員会（６月１９日 持ち回り審議）＜井手口准教授＞ 

（８）国際交流委員会（６月３０日）＜能町教授＞ 

以上、メールにて事前報告済 

 

２．令和２年度学内の兼任について（追加） 

  資料１に基づき、本センター教員の他部局への兼任（１件）について報告があった。 

 

３．その他 

（１）研究費の不正使用防止に関する説明会を次回教授会（９月８日）終了後に開催予定である

旨の報告があった。 

（２）計算機の更新に関する今後のスケジュールをメールにて案内する旨の報告があった。 

（３）電波法改正に伴うクレーン用の無線機（６台）の更新を令和 4 年 11 月末までに実施する必

要がある旨の報告があった。 

 

Ⅱ．前回教授会議事録（案）について 

事前に送付していた令和２年６月９日開催の教授会議事録(案)について、意見等があれば本

日までに連絡願うこととした。（同日までに連絡はなく原案のとおり確定した。） 



Ⅲ．協議事項  

１．教員人事について 
資料２－１及び２－２（回収資料）に基づき説明があり、審議の結果、前任者の残任期間に

ついて特任研究員１名の採用が承認された。 

なお、この人事に伴い核物理理論研究部門における教務補佐員のポストに欠員が生じるた

め、このポストの残任期間につき、9 月に博士学位取得予定の大学院生を採用したい旨の提案が

あり、審議の結果、人事委員会の承認を得ることとなった。 

 

２．令和元年度決算について 

資料３に基づき説明があり、審議の結果、承認された。 

 

３．令和２年度予算について 

資料４に基づき説明があり、審議の結果、承認された。 

 

４．クロス・アポイントメント制度に関する協定について 

資料５に基づき、以下のクロス・アポイントメント制度に関する協定について説明があり、

審議の結果、承認された。 

・海外 新規１件 Joint Institute for Nuclear Research (JINR) 

 

５．リサーチ・アシスタントの受入れについて＜センター長＞ 

以下のリサーチ・アシスタント（PQBA）１２名の受入れについて説明があり、審議の結果、

承認された。 

ＲＡ（PQBA）：坂梨 公亮（M2、物理学専攻）、 白石 諒太（M2、物理学専攻）、 

             LAKMIN VINDULA BANDARA WICKREMASINGHE（M2、物理学専攻）、 

             伊藤 啓太（M2、化学専攻）、三浦 彩音（M2、化学専攻）、 

             山浦 遼生（M2、化学専攻）、黄 栩昊（M2、化学専攻）、 

       武田 佳次朗（D1、物理学専攻）、WANG XUAN（D1、物理学専攻）、 

             床井 健運（D1、化学専攻）、 

NGUYEN VAN HOANG VIET（D1、物理学専攻）、 

受入期間：令和２年８月１日～令和３年３月３１日 

 

ＲＡ（PQBA）：MARIO GONZALEZ（M1、物理学専攻） ※10/1 より M2 

受入期間：令和２年１０月１日～令和３年３月３１日 

 

６．令和２年度協同研究員の受入れについて（追加） 

以下の協同研究員１２名の受入れについて説明があり、審議の結果、承認された。 

（１）プロジェクト・責任者 ： 軽イオン核反応・青井教授 

①所属・氏名 ： RCNP・藤田 浩彦 



（２）プロジェクト・責任者 ： J-PARC におけるハドロン物理研究・野海教授、菅谷助教 

①所属・氏名 ： 日本原子力研究開発機構・橋本 直 

②所属・氏名 ： 東北大学大学院理学研究科・田村  裕和 

③所属・氏名 ： 東北大学大学院理学研究科・坂尾 珠和 

④所属・氏名 ： 東北大学大学院理学研究科・和田 俊輔 

⑤所属・氏名 ： 東北大学大学院理学研究科・北岡 智真 

⑥所属・氏名 ： 大阪大学大学院理学研究科・木村 祐太 

⑦所属・氏名 ： 大阪大学大学院理学研究科・辰巳 凌平 

⑧所属・氏名 ： 理化学研究所 開拓研究本部・江川 弘行 

⑨所属・氏名 ： コネチカット大・Ricard Santos 

⑩所属・氏名 ： サスカチュワン大・Chary Rangacharyulu 

⑪所属・氏名 ： JINR・Eugene Strokovsky 

 

７．次期核物理研究センター長選挙人（内部委員）選出の世話人について 

  任期満了に伴う次期核物理研究センター長選考の実施について資料６に基づき説明があった

後、運営委員会での選挙におけるセンター内選挙人を選出するための世話人については、民井

准教授を候補者としたい旨の提案があり、審議の結果、承認された。 

  なお、センター内選挙人を選出するための選挙の実施日等については、おって庶務係から知

らせる旨の説明があった。 

 

８．高エネルギー加速器研究機構・物質構造科学研究所主催の「第３回 文理融合シンポジウム量

子ビームで歴史を探る -加速器が紡ぐ文理融合の地平-」に対する RCNP の協催について 

資料７に基づき、高エネルギー加速器研究機構・物質構造科学研究所主催の「第３回 文理融

合シンポジウム 量子ビームで歴史を探る -加速器が紡ぐ文理融合の地平-」について、RCNP

が協催することの提案があり、審議の結果、承認された。 

 

 

次回教授会 令和２年９月８日（火）１５時００分～ 


